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4) へル トウイッヒの上皮鞘の歯乳頭側は当初幼君な歯髄細胞が疎に分布しているにすぎないが, しだ
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いに密集状をなしこれが象牙芽細胞に分化する｡
5) 歯根部の象牙質が形成されるにしたがい, 上皮鞘は象牙質面より剥離し, マラッセの残遺上皮とな



















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ヘル トウィッヒ上皮鞘とは, 歯歴の形成に当って, エナメル芽細胞と外エナメル細胞との接着部から根
側に延びる上皮細胞層で, 歯根の形態と根部象牙質の形成に密接な関連を有するものとされている｡ 著者
は胎生各月, および乳児, 幼児, 少年期の多数例の歯腔について綿密周到な観察の結果, 本上皮鞘の形成
および運命について, つぎのような興味ある知見を得た｡
1) ヘル トウィッヒ上皮鞘の形成初期には, 従来知られていたようにエナメル芽細胞と外エナメル細胞
の参与のほかに, 接着部のエナメル髄細胞の介在することが明らかとなった｡
2) ヘ ル トウィッヒ上皮鞘に接する歯乳頭歯髄細胞は象牙芽細胞となり, 象牙質の形成とともに, 上皮
鮪は象牙質から剥 離し, その間に歯小嚢組織が介入し, 原生セメント質の形成がいとなまれる｡
3) 歯冠部象牙質の組織構造と根尖象牙質のそれとを比較すれば, 後者ははるかに複雑で本上皮輪との
関連が密接で, ことに根管が根端分岐を現わす場合は, ヘ ル トウィ ッヒ上皮鞘の在在が重要な関連を有す
るものであることがわかった｡
本論文は学問上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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